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『平家物語評判秘伝抄』

　
　
　

�［
要
旨
］『
日
本
女
子
大
学
所
蔵
図
書
・『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
慶
安
三
年
刊
）
と
い

う
書
が
あ
る
。
本
書
は
当
初
、
領
主
層
や
知
識
層
に
受
容
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』
の
凡
例
に
お

い
て
「
今
世
妾
男
子
作
二
評
判
一
流
行
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
読
者
層
に

流
布
し
て
い
る
状
況
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
を
日
本
女

子
大
学
が
所
蔵
す
る
以
前
の
所
有
者
は
山
形
の
人
口
百
五
十
人
超
の
小
さ
な
集
落
の
地
主
・

渡
部
治
左
衛
門
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
証
左
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。『
平
家
物
語
評

判
秘
伝
抄
』（
以
下
『
平
家
評
判
』
と
略
す
）
は
〈
軍
か
た
り
〉
の
書
と
し
て
分
類
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
軍
略
・
知
識
・
教
訓
・
リ
ー
ダ
ー
論
な
ど
読
者
に
よ
っ
て
如
何
よ
う

に
も
読
み
換
え
が
可
能
な
部
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
村
の
指
導
者
で
あ
っ
た
渡
部
家

が
、『
平
家
評
判
』
を
購
入
し
た
で
あ
ろ
う
時
期
の
庄
内
地
方
の
出
来
事
を
と
お
し
て
『
平

家
評
判
』
は
ど
の
よ
う
な
〈
読
み
〉
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
渡
部
家
が
そ
こ
か

ら
摂
取
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
家
訓
・
村
の
経
営
・
規
律
、
知
識
・
教
養
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
渡
部
家
は
現
在
も
脈
々
と
続
く
家
柄
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
古
典
の

書
は
散
佚
し
て
い
る
為
、
ど
の
よ
う
な
書
籍
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
断
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
こ
で
地
方
農
村
部
に
お
い
て
〈
軍
か
た
り
〉
の
書
が
ど
の
よ
う
に
読
み
換
え

ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
事
例
を
も
と
に
渡
部
家
が
『
平
家
評
判
』
を
ど
の
よ
う
に
読
み
換
え
、

伝
え
た
か
、
筆
者
の
現
地
調
査
か
ら
、
そ
の
一
端
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

�　

尚
、
渡
部
治
左
衛
門
の
印
記
が
あ
る
『
可
笑
記
』（
万
治
二
年
版
絵
入
本
、
龍
門
文
庫
蔵
）

と
『
絵
本
沉
香
亭
』（
文
化
三
年
版
、
専
修
大
学
蔵
）
の
二
書
の
所
蔵
先
の
確
認
が
で
き
て

　『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』

　
　
　
　
　
―
―
渡
部
治
左
衛
門
考
―
―

阿
　
部
　
美
　
知
　
代

い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
知
識
・
家
訓
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
論
・
規
律
・
育
成

　
　
　

は
じ
め
に

　

日
本
女
子
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
以
下
、
女
子
大

本
と
略
す
）
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』

　
　

上
・
下
大
本
十
二
巻
二
四
冊

　
　

外
題
…
『
平
家
物
語
評
判
秘
傳
鈔
』

　
　

内
題
・
目
録
…
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』

　
　

柱　

…
平
家
評
林　

魚
尾
な
し
。

　
　

表
紙
の
色
…
縹
色　

無
地
。
各
巻
章
段
名
右
下
に
印
記
あ
り
（
資
料
１
）。



2

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

　
　

大
き
さ
…
縦
24
・
８
㎝　

横
18
㎝　

大
本

　
　

題
簽　

…
二
重
枠　

縦
19
㎝　

横
４
㎝　

　
　

装
丁　

…
袋
と
じ　

五
つ
目
綴
，
角
裂
な
し　

　
　

匡
郭　

…
縦
21
・
２
㎝　

横
15
・
９
㎝

　
　

行
数
と
文
字
数
…
11
行　

20
文
字

　
　

紙
質　

…
薄
様
楮
紙

　
　

奥
付　

…
刊
記
１　

田
中
庄
兵
衛　

梅
村
彌
右
衛
門
版　

　
　
　
　
　
　

刊
記
２　

売
り
捌
き
書
肆
名　

東
都　

須
原
屋
茂
兵
衛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
伊
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
屋
佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
屋
嘉
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂　

敦
賀
屋
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
屋
太
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都　

勝
村
治
右
衛
門

　

※
女
子
大
本
は
初
版
本
（
田
中
庄
兵
衛　

梅
村
彌
右
衛
門
版
）
で
は
な
い
。

　

※
江
戸
版
単
独
本
も
出
て
い
る
。

　

※
巻
三
上
十
八
丁
・
ウ
～
十
九
丁
・
オ
に
朱
書
き
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

　

※�

巻
三
上
の
最
後
の
裏
表
紙
に
下
記
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の

書
き
込
み
は
渡
部
家
が
貸
し
本
業
を
し
て
い
た
と
い
う
裏
付
け
に
は
な
ら
な
い
。

念
の
た
め
そ
の
部
分
を
示
す
と
と
も
に
資
料
２
に
原
本
の
写
し
を
載
せ
る
。

　
　

各
々
様
江
御
評
儀
申
上
候
此
本
見
料

　
　

壱
冊
ニ
付
壱
分
ニ
而
は
高
過
ニ
相
聞
入
候

　
　

昨
日
思
召
候
儀
承
度
存
候
其
上
ニ
而
倅

　
　

之
儀
平
へ
盃
■

（
不
明
）申
入
候
間
早
々
及
御
聞

　
　

可
願
下
候
儀
七

　
　
　
　
　
　
　
　

常
運
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
々
種

以
上
が
女
子
大
本
の
書
誌
で
あ
る
。　

　
　
　

１
、
羽
前
大
泉
田
川
郡
西
小
野
方
村
と
は

　

羽
前
は
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、
羽
前
、
羽
後
の
二
国
に
分
け
ら
れ
、
羽
前
国

は
置
賜
・
村
山
・
最
上
・
田
川
の
四
郡
を
一
国
と
し
た
。

　

ま
た
、
大
泉
の
地
名
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
五
郷
の
ひ
と
つ
と
し
て
そ
の
名
が
既

に
あ
が
っ
て
い
る
。『
平
家
評
判
』
の
書
誌
事
項
の
印
記
に
あ
る
「
羽
前
」
が
明
治

元
年
以
降
に
二
国
に
分
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
『
平
家
評

判
』
を
渡
部
家
が
購
入
し
た
時
期
と
重
な
り
あ
う
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
は
じ
め
に

お
断
り
を
し
て
お
き
た
い
。

　

田
川
と
い
う
地
名
の
文
献
上
の
初
出
は
『
続
日
本
後
記
』
承
和
六
（
八
三
九
）
年

の
隕
石
降
雨
の
記
事
で
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
「
多
加
波
」
と
訓
し
、
管
郷

と
し
て
田
川
・
甘
禰
・
新
家
・
那
津
・
大
泉
の
五
郷
を
あ
げ
て
い
る
。
平
安
時
代
末

期
、
大
泉
荘
が
成
立
し
て
お
り
、
後
白
河
法
皇
の
長
講
堂
領
で
あ
っ
た
。
長
講
堂
領

と
は
、
寺
領
荘
園
約
九
十
の
一
年
中
の
課
役
や
寺
役
な
ど
を
定
め
た
後
白
河
法
皇
の

荘
園
管
理
領
地
で
あ
る
。

出
羽
田
川
郡
大
泉
荘
に
お
け
る
課
役
は
「
年
貢
砂
金
百
両
、
近
来
絹
二
百
疋
」
と
い

う
記
述
が
見
え
る（

１
）。

　

ま
た
奥
州
藤
原
氏
の
配
下
と
し
て
勢
威
を
振
る
っ
た
田
川
（
河
）
氏
の
名
は
、『
義
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経
記
』
巻
七
「
直
江
の
津
に
て
笈
探
さ
れ
し
事
」
の
章
段
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。義
経
主
従
が
北
陸
経
由
で
落
ち
の
び
た
東
北
最
初
の
地
で
あ
る
。『
義
経
記
』

に
は
弥
山
の
薬
師
で
逗
留
し
て
い
た
義
経
一
行
を
田
川
次
郎
真
房
と
い
う
在
地
武
士

が
た
ず
ね
て
き
て
、
我
が
子
の
病
気
平
癒
を
依
頼
す
る
。
そ
こ
で
山
伏
に
扮
し
た
弁

慶
が
加
持
祈
祷
を
行
う
と
、
田
川
次
郎
の
子
に
つ
い
て
い
た
悪
霊
は
払
い
除
け
ら
れ

た
と
い
う
説
話
を
『
義
経
記
』
は
載
せ
て
い
る（

２
）。

　

文
治
五
（
一
一
八
九
）
年
、
源
頼
朝
に
田
川
氏
が
滅
ぼ
さ
れ
て
の
ち
、
鎌
倉
の
御

家
人
・
武
藤
氏
が
勢
威
を
ふ
る
っ
た
。
西
小
野
方
村
を
含
む
余
目
を
支
配
し
た
の
は

安
保
氏
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
庄
内
を
治
め
る
領
主
は
上
杉
・
最
上
氏
に
移
り
、
の

ち
幾
多
の
変
遷
を
経
て
酒
井
氏
に
落
ち
着
い
た
。

　

ま
た
西
小
野
方
と
い
う
地
名
は
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
四
）
に
村
立
て
さ
れ
て

い
る（

３
）。

地
理
に
つ
い
て
は
、
最
上
川
と
京
田
川
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
沖

積
層
で
あ
り
、

藤
島
余
目
間
郡
道
ノ
中
間
ニ
横
ハ
リ
、
東
北
ヨ
リ
開
展
シ
、
形
状
稍
三
角
形
を

呈
ス
、
東
ハ
大
字
近
江
新
田
、
廻
舘
、
田
谷
、
大
野
に
接
シ
北
ハ
大
字
吉
岡
に

堺
ス
…
（
略
）
…
然
ル
二
西
及
南
ハ
京
田
川
の
蜿
蜒
タ
ル
ニ
添
ヒ
甚
シ
ク
紆
余

曲
折
シ
、
長
沼
村
ニ
相
對
ス

と
い
う
地
形
で
あ
っ
た（

４
）。

　

西
小
野
方
村
は
庄
内
平
野
が
限
り
な
く
広
が
る
農
村
地
帯
で
あ
る
。
反
面
、
天
変

地
異
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
中
で
も
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
の
旱
魃
に
つ
い

て
西
小
野
方
村
住
人
・
上
林
職
應
（
一
七
〇
七
～
一
七
八
二
）
は
『
北
堰
問
答
記（

５
）』（
三

巻
）
に
お
い
て
、「
享
保
十
四
年
酉
歳
四
月
廿
二
日
朝
日
二
ツ
出
ツ
。
是
今
年
旱
魃

ス
ベ
キ
天
ノ
告
ニ
ヤ
」
と
朝
日
が
二
つ
出
た
と
い
う
幻
日
現
象
が
災
害
の
予
兆
と
し

て
記
さ
れ
、
そ
の
翌
月
、
五
月
夫
女
た
ち
の
田
植
え
歌
が
賑
や
か
に
聞
こ
え
た
昼
過

ぎ
、
俄
に
黒
雲
が
発
生
し
、
大
雹
に
五
月
夫
女
た
ち
が
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
が
如
く

逃
散
し
た
と
あ
る
。
果
た
し
て
そ
の
年
の
秋
は
大
旱
魃
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
天

明
三
（
一
七
八
三
）
年
、
寛
政
九
（
一
七
九
三
）
年
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
、
天
保
四
、六
、九
、十
年
と
凶
作
に
苦
し
み
、
常
に
天
変

地
異
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

　

西
小
野
方
村
が
含
ま
れ
る
余
目
地
域
に
は
、
八
幡
神
社
、
白
山
、
皇
大
、
住
吉
、

熊
野
、
山
、
天
満
、
三
輪
、
厳
嶋
神
社
等
々
五
九
を
数
え
る
無
数
の
社
が
散
在
し
て

い
る（

６
）。
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
も
と
で
村
立
て
が
成
さ
れ
る
都
度
、
五

穀
豊
穣
の
祈
り
と
感
謝
を
小
さ
な
社
に
村
民
達
が
託
し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
羽
黒

山
（
東
田
川
郡
羽
黒
町
）
と
の
密
接
な
信
仰
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　

村
民
が
伊
勢
講
（
オ
セ
コ
）
に
出
発
す
る
際
に
は
鶴
岡
大
神
宮
を
参
拝
し
、
帰
国

後
は
「
必
ズ
金
峰
、
羽
黒
ニ
詣
」
で
る
と
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
か
ら
間
も
な
い
正
徳

五
（
一
七
一
五
）
年
に
西
国
三
三
観
音
を
ま
ね
た
庄
内
三
三
観
音
札
所
が
定
め
ら
れ

た
。
余
目
地
域
の
村
民
た
ち
の
札
所
廻
り
は
「
掛
金
旅
費
ニ
充
ツ
レ
バ
、
翁
媼
隊
ヲ

組
」
む
巡
礼
は
羽
黒
に
は
じ
ま
り
金
峰
に
終
わ
る
と
い
う（

７
）、
羽
黒
尊
崇
の
精
神
が
貫

か
れ
て
い
た
。

　
　
　

２
、
渡
部
治
左
衛
門
家
に
つ
い
て

　

渡
部
治
左
衛
門
家
に
つ
い
て
は
個
人
の
書
状
史
料
に
よ
る
『
余
目
町
史
資
料
』（
以

下
『
余
目
町
史
』
と
略
す
）
第
三
・
四
・
五
号
（
余
目
町
教
育
委
員
会
編
）
に
よ
っ
て

辿
る
こ
と
と
し
、
西
小
野
方
村
の
歴
史
的
事
項
に
つ
い
て
は
二
次
三
次
史
料
と
な
る

『
余
目
町
史
』
第
二
号
所
収
、
上か

ん

林ば
や
し

職つ
ね

應ま
さ

著
『
北
堰
問
答
記
』
を
手
が
か
り
と
す
る
。

　

上
林
職
応
は
そ
の
出
自
に
つ
い
て
、
祖
は
鎌
倉
幕
府
第
五
代
執
権
・
北
条
時
頼
が
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出
羽
探
題
と
し
て
派
遣
し
た
と
さ
れ
る
梅
津
氏
の
家
老
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
、
が

定
か
で
は
な
い
。
宝
永
四
〈
一
七
〇
七
〉
年
生
、
幼
名
・
小
八
郎
職
應
と
い
い
、
の

ち
小
左
衛
門
。「
幼
ヨ
リ
学
ヲ
好
ミ
農
事
ノ
余
暇
ハ
和
漢
ノ
書
ヲ
」学
ぶ
人
物
で
あ
っ

た
と
い
う
。
著
書
に
前
述
の
『
北
堰
問
答
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
余
目
安
保
軍
記
』

『
余
目
御
料
根
元
記
』『
大
堰
由
来
記
』『
狩
川
大
堰
由
来
記
』『
鶴
岡
一
栗
軍
記
』
が

あ
る
。
職
應
の
著
述
に
は
庄
内
一
円
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
宝
暦
前
後
の
近
郷
の
動

勢
、
民
俗
等
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る（

８
）。
職
應
（
宝
永
四
〈
一
七
〇
七
〉
～
天
明
二

〈
一
七
八
二
〉
年
）
と
渡
部
治
左
エ
門
家
と
の
接
点
は
初
代
～
三
代
目
の
時
期
で
あ

ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
（
資
料
３
渡
部
家　

家
系
図
参
照
）。
ま
た
、『
北
堰
問
答
記
』

は
（
傍
線
、
ふ
り
が
な
筆
者
）
そ
の
序
文
に
、

　

抑
、
此
北
堰
問
答
記
ハ
西
小
野
方
、
菖あ

や
め蒲
島じ
ま

、
吉
岡
、
生
田
新
町
附
三
間
屋

敷
共
ニ
五
ケ
村
用
水
ノ
北
堰
口
争
問
答
ノ
始
終
ヲ
賤
敷
キ
言
ノ
葉
ナ
レ
ド
モ
、

彼
是
ノ
譬
ヲ
ヒ
イ
テ
書
集
、
上
、
中
、
下
ノ
三
巻
ト
ナ
シ
、
童
牧
ノ
笑
ヒ
種
ニ

ト
ナ
シ
ヌ
。
併
シ
余
ガ
村
ノ
年
代
記
ト
モ
ナ
レ
カ
シ
ト
老
人
ノ
説
ヲ
委
ク
尋
ネ
、

書
味
ヲ
加
ヘ
、
三
十
日
余
リ
テ
工
夫
ノ
筆
ヲ
書
ト
メ

　
　
　
　
　
　
　

干
時
元
文
三
年
戊
午
正
月　

上
林
職
應
綴
之

と
述
べ
て
い
る
。『
北
堰
問
答
記
』
と
は
天
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
の
大
旱
魃
に

端
を
発
し
た
西
小
野
方
村
と
吉
岡
村
と
の
用
水
を
め
ぐ
る
騒
動
を
当
時
二
二
～
三
歳

で
あ
っ
た
農
民
・
職
應
が
目
に
し
た
事
跡
を
元
文
三
〈
一
七
三
八
〉
年
に
記
し
た
書

で
あ
る
。
但
し
、
本
書
は
写
本
に
の
み
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
成
立
を
安
永
八

（
一
七
七
九
）
年
と
す
る
写
本
も
存
在
し
て
い
る（

９
）。

序
文
傍
線
部
二
か
所
に
あ
る
よ

う
に
、「
筆
を
な
め
ら
か
に
す
る
た
め
に
工
夫
を
し
た
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
二
次
三

次
史
料
と
し
て
の
位
置
付
け
に
な
る
が
、
実
際
に
当
時
を
生
き
た
職
應
に
よ
っ
て
語

ら
れ
た
出
来
事
は
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

渡
部
治
左
衛
門
の
祖
は
田
谷
村
・
三
代
目
・
渡
部
作
左
衛
門
家
か
ら
正
徳
五

（
一
七
一
五
）
年
に
西
小
野
方
村
を
譲
ら
れ
分
家
を
し
て
い
る
。
藩
主
・
酒
井
家
と

の
関
係
は
「
御
用
途
へ
指
上
金
」
と
し
て
三
千
六
百
両
、
壱
千
弐
百
両
を
献
納
し
て

い
る
記
事
が
目
を
引
く
。渡
部
家
の
書
き
付
け
に
は
、「
酒
井
家
ノ
財
政
ヲ
輔
翼
セ
リ
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
豪
農
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
る（

（1
（

。
渡
部
家
は
鶴
岡
の
豪
商
・
本
間

家
の
よ
う
に
藩
政
参
加
や
、
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
代

に
到
る
ま
で
続
い
て
い
る
家
柄
で
あ
る
。
因
み
に
渡
部
家
は
女
子
大
本
の
他
に
、

　

・『
可
笑
記
』（
半
紙
本
、
五
巻
五
冊
、
万
治
二
〈
一
六
五
九
〉
年
版
絵
入
り
本
、

牛
込
／
池
清
、
龍
門
文
庫
蔵
）

　

・『
繪
本
沉
香
亭
』（
十
巻
、
文
化
三
〈
一
八
〇
六
〉
年
序
、
吉
野
屋
仁
兵
衛
、
専

修
大
学
蔵
）

を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。『
可
笑
記
』
二
二
丁
・
ウ
の
上
欄
に
『
古

文
真
宝
』
の
朱
文
公
勧
学
文
、「
朱
文
公
勿
謂
今
日
不
学
而
有
来
日
勿
謂
今
年
不
学

而
有
来
年
日
月
逝
矣
歳
与
我
不
延
呼
矣
老
是
誰
愆
乎
」
の
墨
書
、
そ
の
他
の
丁
の
上

欄
に
も
墨
書
が
あ
る
旨
、
深
沢
秋
男
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
今
、
学
ば

ず
し
て
い
つ
学
ぶ
、時
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
」、と
い
う
こ
の
教
訓
は
渡
部
家
の〈
家

訓
〉
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、「
女
子
大
本
」
巻
三
「
大
塔
建
立
」
十
八
・
ウ
～
十
九
丁
・
オ
の
覚
鑁
と

清
盛
の
架
空
問
答
の
場
面
で
は
、「
天
台
真
言
即
身
成
佛
…
」
云
々
と
い
う
朱
筆
の

書
き
込
み
が
あ
る
（
資
料
４
参
照
）。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち

で
渡
部
家
が
教
え
を
請
う
た
人
物
が
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
学
び
の
場
（
勉
強
会
）

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。『
余
目
町
史
』
第
五
に
、
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本
村
ニ
ハ
開
設
者
ナ
ク
天
保
頃
ニ
ハ
余
目
新
田
村
大
導
寺
（
山
伏
）
ニ
ツ
キ
テ

学
ビ
、
安
政
以
後
ハ
吉
岡
村
養
蔵
院
（
山
伏
）
并
ニ
道
勤
（
医
者
）
ニ
於
テ
修

学
シ
タ
リ
。
家
計
困
難
ニ
非
レ
バ
大
抵
入
門
ス
。
今
養
蔵
院
ノ
弟
子
□
ヲ
求
ム

レ
バ
左
ノ
如
シ
。

　

熟
習
ノ
年
齢
ハ
十
一
才
ヨ
リ
十
四
才
迄
ニ
テ
退
学
ス
ル
ガ
普
通
、
学
科
ハ
讀

書
、
習
字
ノ
二
ト
ナ
シ
、
讀
書
の
教
科
書
ト
シ
テ
ハ
今
川
、
シ
ョ
ト
ウ
サ
ン
、

商
賣
往
来
、
庭
訓
往
来
、
大
学
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子
ニ
シ
テ
、
習
字
ハ
手
習

ト
云
ヒ
、
数
字
、
い
ろ
は
ヨ
リ
漢
字
ニ
及
ブ
。

　
　と

し
て
お
り
、
裕
福
な
農
民
の
子
弟
た
ち
が
三
年
間
学
べ
る
村
塾
が
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
女
子
大
本
の
書
き
込
み
は
右
記
に
あ
る
寺
社
や
村
医
に
渡
部
家
が
教
え
を
請

う
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

渡
部
家
が
『
平
家
評
判
』
を
購
入
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
書
誌
事
項
・
刊
記
２

の
左
側
に
京
都
・
勝
村
治
右
衛
門
と
い
う
書
肆
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
購
入
時
期
は
天

保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）
ま
た
は
そ
れ
以
降
と
推
測
す
る
。
当
時
の
渡
部

家
の
当
主
は
四
代
目
・
治
左
衛
門（
一
七
九
四
～
一
八
五
九
）か
ら
五
代
目（
一
八
一
九

～
一
八
七
六
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
渡
部
家
が
所
有
し
て
い
た
三
種
類
の
書

の
あ
り
か
た
は
以
下
で
あ
る
。

・『
平
家
評
判
』
… 

武
経
七
書
、
有
職
故
実
、『
素
問
』『
吾
妻
鏡
』『
太
平
記
』
漢

籍
等
々
を
引
用
し
、『
平
家
物
語
』を
批
判
し
て
い
る
。
当
初
は
領
主
層
・

知
識
層
に
む
け
て
の
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・『
可
笑
記
』
…
『
徒
然
草
』
に
倣
っ
た
と
さ
れ
る
全
二
八
〇
段
の
随
想
を
『
太
平
記
』

『
沙
石
集
』『
甲
陽
軍
鑑
』
そ
の
他
多
く
の
典
籍
を
借
り
て
当
世
批
判
を

展
開
さ
せ
て
い
る（

（1
（

。

・『
繪
本
沉
香
亭
』
…
知
識
人
向
け
の
書
で
あ
る
。
中
国
通
俗
小
説
『
錦
香
亭
』
を

粉
本
と
し
て
天
宝
・
至
徳
の
大
動
乱
と
い
う
唐
山
の
時
代
背
景
を
『
太

平
記
』
の
南
北
朝
の
動
乱
に
改
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
人
物
・
官
職
・
土

地
等
を
日
本
化
し
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
異
国
性
を
表
出
し
た
翻
訳
に
近
い

作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、『
沉
香
亭
』
は
原
作
の
『
錦
香
亭
』
の
筋
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
史
実
に
合
わ
な
い
部
分

が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
作
者
・
三
宅
匡
敬
は
日
本
の
史
実
を
歪
曲
す

る
マ
イ
ナ
ス
よ
り
も
、
原
作
・『
錦
香
亭
』
の
面
白
い
筋
を
伝
え
る
プ

ラ
ス
を
撰
択
し
た（

（1
（

。

　

三
種
類
の
み
の
書
の
内
容
か
ら
の
判
断
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
少
な
く
と
も
渡
部

家
の
関
心
が
単
な
る
娯
楽
性
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
『
繪
本
沉
香
亭
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
か
ら
渡

部
家
が
ど
の
よ
う
な
〈
読
み
〉
を
し
て
い
た
か
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

渡
部
家
が
三
種
類
の
書
か
ら
摂
取
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
歴
史
的
知
識
・
教
養
を

求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
西
小
野
方
村
の
文
化
的
事
項
と
し
て　
『
余
目
町
史
』
第
五
・「
教
育
」
の

項
に
（
傍
線
筆
者
）、

村
民
間
ニ
ハ
盆
正
等
ノ
余
暇
ニ
ハ
軍
書
類
ヲ
愛
読
シ
妻
子
ニ
モ
聞
セ
タ
リ
。
伊

達
忠
臣
記
、
慶
安
太
平
記
、
鎮
西
御
軍
記
、
太
閤
記
、
本
能
寺
合
戦
、
山
中
鹿

之
助
、
大
石
瀬
左
衛
門
等
の
如
キ
何
レ
モ
人
口
ニ
膾
炙
セ
リ
。
清
左
衛
門
の
如

キ
ハ
太
閤
記
ヲ
持
シ
、
彼
方
此
方
ノ
家
二
至
リ
面
白
ク
読
ミ
聞
セ
タ
リ
ト
云
フ
。

又
治
左
衛
門
ニ
テ
ハ
毎
年
軍
談
師
ヲ
聘
シ
、
忠
臣
義
士
ノ
話
ヲ
語
ラ
シ
メ
…

（
略
）
…
思
想
を
善
導
シ
、
道
往
涵
養
二
資
ス
ル
所
多
カ
リ
シ
…
（
略
）
…



6

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

と
記
さ
れ
て
お
り
、
村
の
指
導
的
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て
妻
子
や
村
民
に
〈
読
み
聞

か
せ
〉
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
傍
線
部
・
清
左
衛
門
な
る
人
物
に
つ
い

て
、
そ
の
祖
は
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
、
お
家
騒
動
を
契
機
と
し
て
改
易
さ
れ
た

最
上
家
の
浪
人
侍
、
姓
は
我
孫
子
、
流
浪
し
た
後
、
西
小
野
方
村
の
開
発
に
尽
力
し

た
と
あ
る
。
北
堰
騒
動
の
折
に
は
長

お
と
な

百ひ
や
く

姓し
よ
うと
記
さ
れ
て
い
る
。
代
々
清
左
衛
門
を

名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
、
宝
暦
時
代
の
清
左
衛
門
は
書
畫
の
達
人
、
入
門
者
が
多
数

い
た
由
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
化
時
代
の
清
左
衛
門
は
、
十い

六ざ

合あ
い

村
西
袋
（
現
：
東
田
川
郡
庄
内
町
）

流
泉
寺
の
襖
絵
と
牡
丹
彩
色
欄
間
、
羽
黒
山
大
堂
の
狛
犬
の
彫
刻
を
作
成
し
た
と
し

て
い
る（

（1
（

。
絵
畫
、
彫
刻
に
長
け
た
文
化
人
が
西
小
野
方
村
に
存
在
し
て
い
た
。

　

八
代
目
・
治
左
衛
門
が
明
治
二
七
年
、
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
ま
と
め
た
書
畫
・

絵
画
の
目
録
の
中
に
、「
小
田
海
仙
先
生
栄
淡
彩
王
維
の
図
」
と
い
う
掛
け
軸
が
写

真
付
き
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
江
戸
後
期
の
南
画
家
・
小
田
海
僊
、
名
は

瀛え
い

の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
す
る
、
が
真
筆
云
々
に
関
す
る
こ
と
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

「
五
代
目
正
道
ノ
求
ム
ル
所
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
村
の
長
の
嗜
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
清
左
衛
門
に
刺
激
を
受
け
た
五
代
目
・
治
左
衛
門
が
購
入
し
た
と
考
え
る
。

　
　
　

３
、
村
民
の
な
か
の
浪
人
百
姓

　

こ
こ
で
気
に
な
る
こ
と
は
、
西
小
野
方
村
の
住
人
の
中
で
清
左
衛
門
の
よ
う
に
長

百
姓
、
平
百
姓
と
す
る
人
々
が
姓
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
大
名

改
易
・
減
封
は
多
く
の
牢
人
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
西
小

野
方
村
開
村
者
・
鈴
木
久
衛
門
に
つ
い
て
『
余
目
町
史
』
第
五
は
、

鈴
木
大
学
之
助
正
清
ガ
末
孫
越
後
ノ
國
鈴
木
久
衛
門
ト
云
フ
人
、
酒
井
家
御
家

中
大
身
方
ヘ
御
奉
公
仕
リ
、
其
手
寄
ヲ
以
テ
今
ノ
本
小
野
方
を
寛
永
年
中
開
発

シ

と
記
し
て
い
る
。『
北
堰
問
答
記
』
は
、
天
保
十
四
年
の
用
水
を
め
ぐ
る
騒
動
の
な

か
で
、
村
中
が
結
集
し
た
人
々
の
名
に
、
難
波
、
我
孫
子
、
遠
藤
、
笹
木
、
三
浦
、

菅
原
、
鈴
木
、
阿
部
、
今
野
、
上
林
、
富
樫
何
某
等
々
と
い
う
姓
を
も
つ
平
百
姓
の

存
在
を
記
し
て
い
る
。
人
々
の
祖
を
辿
れ
ば
、
い
ず
こ
の
家
中
の
浪
人
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
西
小
野
方
村
は
武
士
や
浪
人
が
開
村
に
関
わ
り
、

村
立
て
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
々
の
中
か
ら
絵
画
・
書
画
に
長
け
た
文
化

人
が
で
て
く
る
こ
と
、
ま
た
上
林
職
應
の
よ
う
な
知
識
人
が
村
人
の
学
び
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
足
る
こ
と
で
あ
る
。
翻
っ
て
西
小
野
方
村
に
は
あ
る

程
度
の
水
準
の
知
識
を
有
す
る
長
百
姓
・
平
百
姓
の
人
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
西
小
野
方
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
平
百
姓
か
ら

豪
商
に
の
し
上
が
っ
た
山
城
国
神
足
村
住
人
・
油
屋
弥
平
衛（

（1
（

、
地
主
経
営
に
成
功
し

た
甲
斐
国
下
井
尻
村
牢
人
百
姓
・
依
田
長
安
の
事
例
は
、
百
姓
＝
牢
人
身
分
を
代
々

世
襲
す
る
こ
と
を
認
定
さ
れ
た（

（1
（

。
ま
た
、
山
城
国
葛
野
郡
の
革
嶋
家
は
農
村
部
に
居

住
し
な
が
ら
も
「
系
図
」
と
「
家
伝
記
」
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
武
士
に
連
な
る

浪
人
と
し
て
、
幕
府
か
ら
認
定
さ
れ
た
事
例（

（1
（

で
あ
る
。

　

依
田
長
安
は
こ
の
家
伝
記
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
豊
富
な
経
済
力
を
背
景
に
書

物
を
計
画
的
に
購
入
し
て
い
た
。
依
田
氏
の
書
物
目
録
に
は
享
保
十
五

（
一
七
三
〇
）、
十
六
、十
七
年
と
購
入
し
た
書
籍
が
一
定
の
分
類
意
識
を
も
っ
て
記

載
さ
れ
、
な
お
且
つ
記
載
後
に
購
入
し
た
書
籍
を
追
記
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

横
田
冬
彦
氏
が
一
覧
表
に
ま
と
め
た
依
田
家
の
蔵
書
の
一
例
を
示
す
と
、

日
本
王
代
記
、
前
々
太
平
記
、
前
太
平
記
、
保
元
物
語
、
平
治
物
語
、
源
平
盛
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衰
記
、
平
家
物
語

等
々
の
軍
書
に
は
じ
ま
り
、『
四
書
』『
古
文
（
真
宝
）』『
沙
石
集
』、『
農
業
全
書
』『
養

生
訓
』
な
ど
儒
書
、
漢
詩
文
、
文
芸
書
、
歴
史
書
、
軍
書
、
辞
書
・
事
典
、
実
用
書
、

医
学
・
本
草
・
養
生
書
、
農
業
書
、
趣
味
、
武
鑑
な
ど
、
ほ
ぼ
全
分
野
の
書
籍
が
名

を
連
ね
て
い
る
。
享
保
十
五
、十
六
年
の
目
録
に
載
る
書
籍
は
全
体
で
六
四
部

四
七
〇
冊
が
、
そ
し
て
享
保
十
七
年
に
は
「
日
本
国
大
絵
図　

壱
枚
」「
京
都
絵
図

壱
枚
」
の
記
載
が
あ
る（

（1
（

。
横
田
冬
彦
氏
は
「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」（
全
四
〇
条
）、「
他

我
身
徒
然
物
語
」（
全
九
九
条
）
に
つ
い
て
、「
軍
書
」
の
豊
富
な
引
用
を
〈
家
〉
の

レ
ベ
ル
の
〈
通
俗
道
徳
〉
に
読
み
換
え
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、『
農
業
全
書
』
に
お

い
て
は
依
田
長
安
自
身
の
農
事
日
誌
に
も
と
づ
い
て
経
験
的
な
知
恵
を
付
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
蔵
書
類
か
ら
依
田
家
に
沿
っ
た
形
で
読
み
換
え
を
行
っ
て
い
る
点
を

あ
げ
て
い
る
。
更
に
軍
書
か
ら
「
依
田
姓
の
武
士
の
活
躍
を
発
見
し
、
そ
れ
を
由
緒

書
や
系
図
に
取
り
込
ん
で
い
く
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
農
村
部
に
お
け
る
浪
人
百
姓
の

人
々
は
農
業
と
い
う
経
済
面
に
軸
足
を
お
き
な
が
ら
も
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
武
士
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
文
学

を
利
用
し
た
の
で
あ
り
、
単
な
る
娯
楽
の
た
め
に
書
籍
を
購
入
し
て
い
た
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。　

で
は
渡
部
家
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。『
平
家
評
判
』
の
基

と
な
っ
て
い
る
『
平
家
物
語
』
に
は
渡
辺
姓
の
武
士
の
活
躍
記
事
は
、巻
四
「
競
」「
橋

合
戦
」「
宮
御
最
期
」、
巻
十
一
「
能
登
殿
最
期
」
な
ど
の
章
段
に
渡
辺
党
の
競き

お
う、
省は
ぶ
く、

授さ
づ
く、

通と
お
る、

昵む
つ
るな

ど
の
活
躍
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

結
論
か
ら
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
四
・
五
代
目
治
左
衛
門
が
依
田
氏
の
よ
う
に
系
図

作
り
の
た
め
に
文
学
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

渡
部
家
は
豊
富
な
経
済
力
を
背
景
と
し
て
庄
内
藩
へ
の
〈
差
上
金
〉
の
積
み
重
ね

と
い
う
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
士
分
に
列
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
、
苗
字
御
免
、
生
涯
二
人
扶
持
（
後
、
五
代
目
の
と
き
十
三
人
扶
持
）
を
拝
領

し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
か
ら
農
人
＝
士
分
の
系
図
作
り
と
由
緒
書
が

は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
四
代
目
・
治
左
衛
門
の
由
緒
書
に
相
当

す
る
部
分
と
し
て
『
余
目
町
史
』
第
四
、
渡
部
治
左
衛
門
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

本
村
治
左
衛
門
ハ
荘
内
屈
指
ノ
豪
農
ニ
シ
テ
又
地
方
稀
ニ
見
ル
篤
志
家
ナ
リ
。

從
来
渡
部
氏
ハ
謙
譲
ニ
シ
テ
名
聞
ヲ
欲
セ
ズ
、
故
ニ
近
時
ノ
書
来
ニ
顕
レ
ズ
、

今
回
当
家
ノ
書
類
并
ニ
区
長
保
存
ノ
残
書
其
他
遺
聞
ヲ
蒐
メ
其
一
端
ヲ
窺
知
ス

ル
ヲ
得
タ
リ
…
（
略
）
…

四
代
治
左
衛
門
ハ
渡
部
氏
興
新
ノ
人
ナ
リ
…
（
略
）
…
理
財
ニ
長
シ
且
自
ラ
鍬

鎌
ヲ
取
リ
召
使
ト
共
ニ
農
事
ニ
精
励
ス
。
爾
来
家
運
益
々
隆
盛
ノ
一
途
ニ
向
ヒ

貸
付
金
四
万
両
、
小
作
米
三
千
俵
ヲ
数
フ
ル
ニ
至
ル
。
…
（
略
）
…
孝
心
深
ク

継
母
（
朝
日
村
平
重
郎
ヨ
リ
入
シ
人
）
に
使
事
ヘ
テ
、
其
慰
安
到
ラ
ザ
ル
所
ナ

シ
、
又
慈
善
奉
公
ノ
志
ニ
厚
ク
殊
ニ
本
村
民
ヲ
愛
撫
ス
。

本
村
ハ
高
免
（
年
貢
の
賦
課
率
が
高
い
こ
と
）
ノ
土
地
ニ
シ
テ
、
而
モ
米
質
ハ

劣
リ

　

分
を
守
る
こ
と
、
自
ら
鍬
鎌
を
取
り
、
品
種
の
改
良
を
研
究
し
、
農
具
の
普
及
な

ど
に
よ
っ
て
米
作
に
成
果
を
あ
げ
た
。
謹
厳
実
直
、
孝
行
を
尽
く
す
こ
と
、
村
民
を

撫
育
す
る
と
い
う
行
動
が
渡
部
家
の
由
緒
書
の
替
わ
り
と
な
っ
て
語
り
継
が
れ
た
例

で
あ
る
。
渡
部
家
の
〈
家
訓
〉
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

　

甲
斐
国
下
井
尻
村
・
依
田
家
が
農
民
と
の
差
異
へ
の
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
、
系
図
・

由
緒
書
を
作
成
す
る
た
め
に
文
学
を
利
用
す
る
あ
り
方
と
は
全
く
逆
と
い
え
る
の
が

渡
部
家
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
渡
部
家
が
こ
だ
わ
ろ
う
と
し
た
の
は
浪
人
を
祖
と
す
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る
人
々
と
の
差
異
を
文
学
に
求
め
た
と
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
得
る

歴
史
的
事
項
や
雑
学
的
な
知
識
、
リ
ー
ダ
ー
論
、
村
民
教
化
を
文
学
に
求
め
、
渡
部

家
に
沿
っ
た
形
で
読
み
換
え
を
行
っ
た
、
そ
の
た
め
の
『
平
家
評
判
』『
可
笑
記
』

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
他
ノ
百
姓
ト
ハ
家
格
ヲ
異
」
に
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
渡
部
家
の
由
緒
書
の
総
仕
上
げ
が
七
・
八
代
目
治
左
衛
門
に
よ
る
農
民
の

教
育
・
人
材
育
成
を
目
指
す
小
学
校
建
設
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
　

４
、
藩
校
・
致
道
館
の
教
学
を
農
村
へ

　

十
九
世
紀
山
形
県
の
私
塾
や
手
習
所
は
鶴
岡
六
六
、
東
田
川
三
三
、
西
田
川
一
〇

と
な
っ
て
い
る
。
西
置
賜
郡
一
四
四
が
最
も
多
い
。
人
口
比
率
に
も
よ
る
が
渡
部
家

が
住
し
た
西
田
川
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。

　

宮
城
公
子
氏
は
「
寛
政
期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
以
降
は
豪
農
商
の
庶
民
に

ま
で
広
汎
に
学
習
さ
れ
は
じ
め
る
時
期
」
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

治
左
エ
門
家
は
ど
こ
で
学
ん
で
い
た
の
か
。
田
谷
村
の
本
家
・
渡
邊
作
左
衛
門
家

が
子
弟
の
た
め
に
文
政
八
〈
一
八
二
五
〉
年
、
自
宅
敷
地
内
に
開
設
し
た
手
習
所
で

学
修
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
〈
作
左
衛
門
手
習
所
〉
で
は
鶴
岡
藩
校
・
致
道
館
教
師
を
招
い
て
い
た
。
七

代
目
・
治
左
ヱ
門
（
一
八
四
二
～
一
八
八
九
）
は
幼
少
時
か
ら
こ
の
手
習
所
で
致
道

館
の
教
学
を
修
め
た
と
し
て
い
る
。〈
作
左
衛
門
手
習
所
〉
に
は
近
隣
の
中
・
上
層

農
民
の
子
弟
が
学
ん
で
い
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

　

致
道
館
は
庄
内
藩
が
「
国
家
の
御
用
に
相
立
候
人
物
の
育
成
」
を
目
指
し
、藩
校
・

致
道
館
（
一
八
七
三
年
廃
校
）
を
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
設
立
し
た
藩
校
で

あ
る
。
致
道
館
に
入
学
で
き
る
も
の
は
御
家
中
だ
け
で
あ
っ
た（

（2
（

。
致
道
館
の
設
立
に

つ
い
て
、
瀬
尾
邦
雄
氏
は
、

　

元
禄
以
降
泰
平
の
世
が
続
き
①
武
を
以
て
民
を
統
治
す
る
武
士
の
存
在
意
義

そ
の
も
の
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
や
②
義
に
よ
っ
て
主
君
に
奉
公
す
る
運
命
共
同

体
と
し
て
の
自
覚
の
喪
失

な
ど
を
契
機
と
し
て
士
風
刷
新
と
そ
の
際
に
生
じ
る
人
間
に
内
在
す
る
心
の
問
題
へ

の
対
処
（
罰
則
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
）
を
学
問
に
求
め
た
。
則
ち
徂
徠
学
を
藩
の

実
情
に
即
し
て
治
国
安
民
の
学
と
実
践
力
を
読
み
解
き
、
人
材
育
成
の
場
を
構
想
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

で
は
御
家
中
だ
け
の
学
問
を
本
家
・
作
左
衛
門
は
ど
の
よ
う
に
し
て
農
村
で
学
ぶ

こ
と
を
可
能
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
俳
諧
を
通
し
た
文
化
的
交
流
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
作
左
衛
門
（
一
八
三
五
～
一
八
八
三
）
の
俳
名
は
〈
鶴
昇
〉
で

あ
る
。
庄
内
俳
諧
は
芭
蕉
の
来
遊
に
よ
っ
て
興
隆
し
た
地
で
あ
る
。
本
間
光
道
、
廻

船
問
屋
本
庄
屋
三
郎
兵
衛
ら
酒
田
の
豪
商
ら
は
経
済
的
支
援
を
も
っ
て
常
世
田
長
翠

を
支
持
し
て
い
る
。
斎
藤
正
一
氏
は
「
俳
諧
仲
間
の
地
域
経
済
圏
の
調
和
と
維
持
の

永
遠
の
楽
観
視
を
ね
が
う
村
役
人
～
豪
農
商
層
に
と
っ
て
は
必
然
で
あ
っ
た（

（2
（

」
と
し

て
い
る
。
文
化
的
交
流
の
場
を
俳
諧
に
も
と
め
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
商
売
を
展
開

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
範
囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

作
左
衛
門
は
人
脈
と
才
智
で
商
機
を
つ
か
み
巨
万
の
富
を
得
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
莫
大

な
経
済
力
と
人
脈
を
駆
使
し
、
作
左
衛
門
は
致
道
館
元
典
学
兼
助
教
・
武
藤
半
蔵

（
一
八
二
四
～
一
八
八
九
）
を
作
左
衛
門
家
に
招
き
、
子
女
の
教
育
掛
と
し
て
採
用

し
て
い
る（

（2
（

。
武
藤
の
剣
術
・
槍
術
と（
（2
（

、
作
左
衛
門
の
砲
術
・
撃
剣
の
武
術
の
共
通
性

は
豪
農
商
・
作
左
衛
門
と
武
藤
を
結
び
付
け
る
接
点
は
充
分
に
あ
っ
た
。
明
治
七

（
一
八
七
四
）
年
、
作
左
衛
門
手
習
所
は
田
谷
学
校
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
田
谷
学
校
は
児
童
の
増
加
に
よ
っ
て
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
尽
力
し
た
の

が
七
代
目
・
治
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
自
宅
隣
接
地
を
無
償
で
提
供
し
、
自
費
を
も
っ

て
洋
風
三
階
建
て
の
校
舎
を
明
治
十
三
〈
一
八
八
〇
〉
年
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
学

校
の
名
は
「
化
成
学
校
」、
時
の
太
政
大
臣
・
三
条
実さ

ね

美と
み

に
よ
る
命
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
翌
年
明
治
十
四
〈
一
八
八
一
〉
年
は
明
治
天
皇
の
東
北
・
北
海
巡
幸
の
年
に
あ

た
っ
て
い
る
。「
化
成
学
校
」
は
恐
ら
く
は
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
機
に
東
北
は
明
治
の
文
化
が
花
開
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
八
代
目
の
事
跡
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

會
テ
村
立
小
学
校
ノ
校
地
校
舎
ヲ
独
力
寄
付
シ
タ
ル
亡
父
ノ
遺
志
ヲ
継
ギ　

深

ク
教
育
上
ニ
注
意
シ　

常
ニ
学
校
ニ
来
往
シ　

児
童　

ノ
就
学　

青
年
ノ
指
導

誘
掖　

学
校
用
図
書　

器
械
ノ
設
備　
　

教
員
ノ
待
遇
等
ニ
関
シ　

尽
シ
タ
ル

所
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ　
　

ソ
ノ
間
私
財
ヲ
投
ジ
タ
ル
モ
ノ
多
ク　

ソ
ノ
功
ス

ク
ナ
シ
ト
セ　

ズ

　

富
の
分
配
に
よ
っ
て
、
村
に
実
績
と
貢
献
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
下
に
渡
部
家
が
『
平
家
評
判
』
の
読
み
換
え
を
行
っ
た
可
能
性
、
も
し
く
は
参

考
に
し
た
で
あ
ろ
う
一
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。

　

凡
天
下
国
家
を
治
る
も
の
ハ
、
先
己を

の
れを
正
し
て
、
次
に
人
を
し
る
に
有
。
よ
く

人
を
知
時
は
、
そ
れ
〳
〵
の
才
能
に
應
じ
て
、
其
官
職
を
授さ

ず
け、

世
の
政
ま
つ
り
ご
とを

司つ
か
さど

ら
し
む
。
故
に
政
道
た
ゞ
し
う
し
て
、
天
下
平

た
い
ら
か

也
。

（
巻
二
下
「
烽
火
」
二
・
ウ
）

唐
の
太
宗
皇
帝
の
時
に
稲
に
虫
付
て
、
天
下
の
苗
か
れ
ん
と
す
る
に
、
万
民

歎な
け
き
か
な
し
む
悲
事
有
。
太
宗
是
を
聞
き
こ
し

召め
し

、
み
づ
か
ら
田
に
お
り
さ
せ
給
ひ
、
此
虫
の

生
じ
ぬ
る
事
、
天
我
を
ほ
ろ
ぼ
す
べ
き
が
為
也
。
何
そ
万
民
の
科と

か

あ
ら
ん
や
と

云
て
、
彼
虫
を
と
つ
て
み
つ
か
ら
呑の

ま

せ
給
ひ
け
れ
ど
も
、
御
身
に
恙
な
く
し
て
、

天
下
の
虫
一
夜
に
失う

せ

て
其
と
し
は
五
穀
猶
々
長
生
せ
り
と
い
へ
り
。
天
下
の

禍わ
ざ
ハ
ひも
人
主
の
御
心
に
よ
つ
て
得
失
を
な
す
に
あ
ら
ず
や
。

（
巻
五
上
「
物
怪
」
十
一
・
ウ
）

凡
大
将
と
し
て
、
た
ま
〳
〵
諸
卒
に
一
言
の
戯
た
は
ふ
れを
云
と
も
、
其
心
を
和
す
る
益

あ
ら
ず
ん
ば
云
事
な
か
れ
。

（
巻
十
一
上
「
逆
櫓
付
勝
浦
合
戦
」
四
丁
・
オ
）

小
人
と
し
て
ハ
、
た
ゞ
孝
行
を
本
と
す
べ
し
。
さ
れ
ば
孝
と
云
も
の
、
か
な
ら

ず
金
銀
衣
食
に
て
の
ミ
な
す
物
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
我
志
の
信
実
を
も
つ
て
な
す

べ
し
。
…
（
略
）
…
孝
を
行

お
こ
な
ふの

大
意
は
、
親
の
心
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
て
、
父
母

の
歎な

げ
きな

か
ら
ん
事
を
ほ
つ
す
べ
し
。
こ
の
故
に
、
先
己を
の
れが

身
を
も
つ
て
な
す
事

を
先
と
し
、
次
に
金
銀
衣
食
は
得
る
に
随

し
た
か
ふて
あ
た
ふ
べ
し
。

（
巻
三
上
「
少
将
都
還
（
か
へ
り
）」
二
三
・
オ
～
二
四
丁
オ
）　

　
　
　

お
わ
り
に

　
                         　

　

弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
の
大
山
騒
動
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
大
山
騒
動
は

庄
内
地
域
の
大
山
、
余
目
、
丸
岡
な
ど
御
料
地
と
さ
れ
て
い
た
幕
府
領
か
ら
庄
内
藩

の
管
理
へ
と
す
る
幕
命
が
発
端
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
満
と
す
る
大
山
村
名
主
鈴
木
庄

兵
衛
、
名
主
俊
司
、
長
百
姓
田
中
三
郎
治
、
加
賀
屋
弥
左
衛
門
ら
は
田
川
・
飽
海
・

由
利
三
郡
の
公
領
七
三
か
村
の
農
民
数
千
人
を
巻
き
込
む
一
揆
へ
と
発
展
さ
せ
た
。
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結
果
と
し
て
こ
の
一
揆
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
騒
動
後
の
記
載
が『
余
目
町
史
』

第
四
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

各
村
か
ら
首
謀
者
一
名
の
召
換
の
命
が
下
り
、
西
小
野
方
村
は
一
日
二
三
百
文
づ

つ
支
給
の
約
束
を
し
て
生
活
に
困
窮
し
て
い
た
九
左
衛
門
に
首
謀
の
代
表
と
な
っ
て

も
ら
っ
た
。
九
左
衛
門
は
大
山
陣
屋
で
取
り
調
べ
の
後
、
帰
村
を
許
さ
れ
た
が
、

各
村
十
五
才
以
上
六
十
才
以
下
男
子
全
部
塩
野
町
ニ
呼
出
ア
ル
ベ
キ
内
達
ア
リ
、

十
五
六
才
の
モ
ノ
ハ
他
所
ヘ
奉
公
十
七
八
ノ
者
ハ
他
村
ヘ
縁
組
セ
シ
如
ク
虚
構

シ

更
に
庄
内
藩
の
追
求
は
厳
し
く
、
村
の
者
を
守
る
た
め
に
各
村
の
名
主
た
ち
が
嘆
願

書
を
提
出
し
た
が
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
西
小
野
方
村
か
ら
二
二
名
が
大

山
陣
屋
に
向
か
い
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
に
治
左
衛
門
が
い
た
（
六
代
目
か
）。

　

こ
の
大
山
騒
動
は
そ
の
後
、
首
謀
者
が
獄
門
、
遠
島
な
ど
の
厳
し
い
処
分
を
う
け
、

ま
た
は
処
分
を
受
け
る
前
に
牢
死
し
た
も
の
、
自
殺
者
も
あ
り
、
約
三
五
〇
〇
名
も

の
人
々
が
処
分
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
し
て
こ
の
騒
動
は
長
く
封
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

渡
部
家
が
居
住
し
て
い
た
余
目
組
年
番
名
主
千
河
村
・
民
弥
と
清
助
の
密
訴
に

よ
っ
て
騒
動
の
首
謀
者
が
一
網
打
尽
に
さ
れ
、
多
く
の
逮
捕
者
を
渡
部
家
が
目
の
当

た
り
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
騒
動
は
渡
部
家
に
と
っ
て
は
難
局
中
の

難
局
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
治
左
衛
門
自
身
が
大
山
陣
屋
に
出
頭
し
、
他
の
人
々
と
と

も
に
聴
取
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
了
解
で
き
よ
う
。

　

渡
部
家
が
『
平
家
評
判
』
か
ら
読
み
と
ろ
う
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
例
を
試
み
に

示
す
と
、

譬た
と
へ
バ

武
士
有
て
其
子
を
憐
あ
ハ
れ
ミ、

金
銀
家
財
を
ゆ
づ
ら
ん
と
お
も
ふ
時
ハ
、
是
商あ
き
ん
ど人

の
心
に
し
て
武
門
の
心
に
あ
ら
ず
。
金
銀
財
宝
と
い
ふ
も
の
ハ
、
武
士
ハ
何
れ

の
所と

こ
ろよ
り
設
も
ふ
け

出
る
物
ぞ
や
。
よ
く
〳
〵
其
源み
な
も
とを
尋
見
給
へ
。
全
ま
つ
た
く

利り

銭せ
ん

賣ば
い
〴賣〵
よ

り
出
る
も
の
に
非
ず
た
ゞ
其
先
祖
の
勇
功
智
徳
よ
り
出
た
る
も
の
也
。
先
祖
才

覚
勇
長
に
有
し
故
に
、
大
き
な
る
高
名
を
遂と

げ

て
其
名
を
世
に
高
く
な
し
ぬ
る
故

に
、
金
銀
財
寶
に
不
足
な
し
。
…
（
略
）
…

唯
其
父
の
名
を
高
く
明

あ
き
ら
かに

し
て
、
是
を
子
孫
に
遺
の
こ
す

物
と
す
べ
し
。
此
ゆ
づ
る
寶

こ
そ
火
に
も
焼や

け

ず
水
に
も
お
ぼ
れ
ず
。
他
人
も
奪う
バ
ひと
ら
ず
。
末
代
く
ち
せ
ぬ
重

寶
た
る
べ
け
れ
。

故
に
此
寶
傳つ

た

へ
た
る
武
士
ハ
父
の
時
の
名
よ
り
も
其
名
を
高
く
、
父
の
家
よ
り

も
其
家
大
き
に
し
て
、
己を

の

が
子
に
ゆ
づ
る
べ
し
。
是
を
よ
く
父
の
恩
を
報ほ
う

ず
る

子
と
云
べ
し
。（
傍
線
筆
者
）（

巻
十
上
「
高か

う

野や
の

巻
」
二
十
・
オ
～
二
一
丁
・
ウ
）

『
平
家
評
判
』
の
こ
の
教
訓
を
武
士
か
ら
村
の
農
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
家
〉
に
置
き

換
え
れ
ば
、
生
き
て
い
れ
ば
こ
そ
の
「
末
代
く
ち
せ
ぬ
重
寶
」
で
あ
り
、
親
を
悲
し

ま
せ
な
い
〈
孝
〉
で
あ
る
と
と
も
に
、〈
家
〉
の
存
続
に
読
み
換
え
が
可
能
な
一
文

で
あ
る
。

　

他
方
、
化
政
期
に
お
け
る
庄
内
藩
の
藩
政
改
革
で
は
、
小
者
、
中
間
、
若
党
な
ど

の
従
者
確
保
の
た
め
、
浪
人
を
積
極
的
に
農
村
部
で
扶
持
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

そ
し
て
高
禄
者
は
田
畑
の
出
物
が
あ
る
時
は
買
い
入
れ
て
農
業
に
従
事
さ
せ
、
参
勤

交
代
の
要
員
と
し
て
、
ま
た
は
幕
府
の
命
に
よ
る
普
請
作
業
要
員
と
し
て
浪
人
を
農

村
部
に
配
置
し
て
い
た（

（2
（

。

　

大
山
騒
動
を
考
え
た
と
き
、
渡
部
家
の
よ
う
な
豪
農
層
は
、
村
か
ら
一
揆
を
お
こ

さ
せ
な
い
と
い
う
村
民
管
理
の
役
目
を
負
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

大
山
騒
動
を
起
こ
し
た
人
々
の
中
に
は
農
民
だ
け
で
は
な
く
、
各
村
に
居
住
し
て
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い
る
浪
人
百
姓
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
は
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
浪
人
百
姓
を
管
理
す
る
こ
と
は
、
騒
動
の
煽
動
者
を
村
か
ら
出
さ

な
い
こ
と
、
凶
作
時
の
村
民
の
不
安
、
年
貢
へ
の
不
満
、
博
打
、
喧
嘩
防
止
、
規
律

な
ど
の
村
の
モ
ラ
ル
に
従
わ
せ
る
指
導
の
必
要
性
が
渡
部
家
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
四
代
目
・
治
左
衛
門
が
毎
年
、
江
戸
か
ら
「
南
郭
金
襲
ノ
如
キ
」

講
談
師
を
招
き
、
村
民
一
同
を
集
め
て
「
民
風
ノ
指
導
誘
掖
」
に
努
め
た
と
い
う
記

述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、村
民
教
化
の
必
要
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に『
平

家
評
判
』『
可
笑
記
』
の
利
用
方
法
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
則
ち
、『
平
家
評
判
』

と
い
う
〈
軍
書
〉
か
ら
得
る
知
識
・
教
訓
・
リ
ー
ダ
ー
論
を
〈
村
〉
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
通
俗
道
徳
と
し
て
読
み
換
え
、
村
民
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性

で
あ
る
。

　

地
方
農
村
部
に
お
け
る
庄
屋
の
書
籍
の
扱
い
方
は
、
２
の
項
で
取
り
上
げ
た
依
田

家
の
よ
う
に
目
的
意
識
を
も
っ
て
購
入
し
て
い
た
事
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
渡
部
治
左

衛
門
家
に
お
い
て
も
『
平
家
評
判
』『
可
笑
記
』
は
〈
家
訓
〉
そ
し
て
村
民
管
理
を

行
う
教
材
と
し
て
購
入
し
、
読
み
換
え
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

資
料
１　

渡
部
治
左
衛
門
の
印
記

資
料
２　
『
平
家
評
判
』
裏
表
紙



12

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

・
士
分
に
列
し
苗
字
御
免

渡
辺
作
左
衛
門

分
家

宝
暦
四
没

文
化
元
没

文
化
九
没

寛
政
五

安
政
六

初
代
・
治
左
衛
門

二
代
目

三
代
目

四
代
目

・
苗
字
御
免

十
三
人
扶
持

・
化
成
学
校
設
立
に
尽
力

・
教
育
振
興
に
尽
力

文
政
元

明
治
九

？

天
保
十
四

明
治
二
三

明
治
五

昭
和
十
八

五
代
目

六
代
目

七
代
目

八
代
目

九
代
・
憲
治
氏

十
代
・
直
志
氏

十
一
代
・
淳
子
氏

資
料
３　

渡
部
家
の
系
図
（
代
々
治
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
一
代
目
・
二
代
目
と
す
る
）
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資
料
４ 『
平
家
評
判
』
巻
三
「
大
塔
建
立
」
十
八
・
ウ
～
十
九
丁
・
オ
の
書
き
込
み

注（
１
）
田
川
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』
九
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
・
九
）

九
一
頁
。
長
講
堂
領
に
つ
い
て
は
、
同
、
五
七
八
～
五
九
〇
頁
を
参
照
し
た
。

（
２
）『
日
本
古
典
文
学
全
集　

義
経
記
』（
小
学
館
、
一
九
七
一
・
一
〇
）
四
五
九
頁
。

（
３
）
西
小
野
方
村
に
つ
い
て
は
『
角
川
地
名
大
辞
典
６　

山
形
県
』
六
〇
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
４
）『
余
目
町
史
資
料
』
第
三
号
（
西
小
野
方
村
史
料
１
）（
余
目
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
・

十
一
）
三
頁
。

（
５
）
上
林
職
應
『
北
堰
問
答
記
』
第
一
巻
（『
余
目
町
史　

資
料
編
』
第
二
号
所
収
、
余
目
町
教

育
委
員
会
、
一
九
八
一
・
三
）
三
三
～
三
四
頁
。

（
６
）『
余
目
の
神
社
』（
余
目
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
・
三
）
十
六
～
四
五
頁
。

（
７
）『
余
目
町
史
資
料
』
第
五
号
（
西
小
野
方
村
史
料
３
）（
余
目
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五・
六
）

一
一
八
頁
。

（
８
）（
５
）
前
掲
書
、
佐
久
間
昇
氏
の
解
説
に
よ
る
「
著
者
の
人
と
な
り
と
そ
の
背
景
」
６
～
14
頁
。

（
９
）（
５
）
前
掲
書
10
頁
。

（
10
）『
余
目
町
史
資
料
』
第
四
号
（
西
小
野
方
村
史
料
２
）（
余
目
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
・

二
）
三
四
～
四
〇
頁
、
一
七
八
～
一
八
五
頁
。

（
11
）
深
沢
秋
男
「『
可
笑
記
』
の
諸
本
」（『
近
世
初
期
文
芸
』、
第
十
二
号
、
一
九
九
五
・
十
二
）。

（
12
）『
可
笑
記
』
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
を
参
照
し
た
。

（
13
）『
繪
本
沉
香
亭
』
に
つ
い
て
は
、徳
田
武
「
文
人
の
小
説
、戯
作
者
の
小
説
―
『
絵
本
沈
香
亭
』

と
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
』
―
」（『
文
学
』
五
一
・
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
・
四
）
を
参

照
し
た
。

（
14
）
清
左
衛
門
に
つ
い
て
は
『
余
目
町
史
資
料
』
第
四
号
66
頁
下
段
。

（
15
）
足
立
政
男
「
近
世
山
城
に
お
け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て
―
乙
訓
郡
神
足
村
絞
油

商
油
屋
弥
平
衛
に
つ
い
て
―
」（『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
三
・
二
）。

（
16
）
横
田
冬
彦
「「
牢
人
百
姓
」
依
田
長
安
の
読
書
」（『
一
橋
論
叢
』
第
一
三
四
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
五
・
一
〇
）。

（
17
）
吉
田
ゆ
り
子
『
兵
農
分
離
と
土
地
社
会
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
所
収
「
武
士　

へ
の
憧
れ
―
「
系
図
」
と
「
家
伝
記
」。

（
18
）
前
掲
（
16
）
横
田
論
文
。
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（
19
）
前
掲
（
16
）
横
田
論
文
。

（
20
）
前
掲
（
10
）
35
頁
。

（
21
）
宮
城
公
子
「
幕
末
儒
学
史
の
視
点
」（『
日
本
史
研
究
』
二
三
二
、一
九
八
一
・
十
二
）。

（
22
）
斎
藤
正
一
著
『
庄
内
藩
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
・
一
〇
）
二
〇
三
頁
。

（
23
）
瀬
尾
邦
雄
「
庄
内
藩
校
致
道
館
設
立
の
契
機
：
藩
主
酒
井
忠
徳
と
白
井
矢
太
夫
の
儒
学
観
及

び
徂
徠
学
の
影
響
関
係
を
中
心
と
し
て
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
三
、二
〇
一
二
・
二
）。

（
24
）
前
掲
（
22
）
二
〇
八
～
二
一
六
頁
。

（
25
）『
も
の
が
た
り
余
目
誌
』
上
巻
（
余
目
町
教
育
委
員
会
、）
一
七
七
頁
。

（
26
）『
庄
内
人
名
辞
典
』（
庄
内
人
名
辞
典
刊
行
会
、
一
九
八
六
・
十
一
）
渡
辺
作
左
衛
門
の
項
。

（
27
）
前
掲
（
26
）
武
藤
半
蔵
の
項
。

（
28
）
前
掲
（
22
）
一
六
一
～
一
六
六
頁
。

（
29
）
前
掲
（
22
）
一
二
九
～
一
三
一
頁
。

　

本
論
作
成
に
あ
た
り
、
渡
部
淳
子
様
、
御
妹
・
悠
子
様
に
多
数
の
資
料
を
ご
呈
示
戴
き
ま
し
た
。

そ
し
て
郷
土
史
家
・
花
岡
様
、
小
野
寺
様
に
ご
教
示
を
、
庄
内
町
立
図
書
館
阿
部
様
に
史
料
の
ご

提
示
を
戴
き
ま
し
た
。
ご
協
力
戴
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
論
中
に
差
別
的
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
原
文

に
従
い
引
用
し
た
も
の
で
す
。
ご
容
赦
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
日
本
文
学
専
攻　

博
士
課
程
後
期
二
年
）

T
he H

eike M
onogatari H

yoban H
idensho and a Study of W

atanabe 
Jizaem

on

A
BE M

ichiyo 

［A
bstract

］T
here is a text know

n as the H
eike M

onogatari H
yoban 

H
idensho  [Secret T

eachings on Criticism
 and Judgm

ent of the T
ale of 

the H
eike], published in 1650, that is in the collection of Japan 

W
om
en's U

niversity. T
his text is thought to have been initially 

received by the class of feudal lords and the class of educated people.
H
ow
ever, the explanatory notes to the H

eike M
onogatari H

yoban 
K
arui  [Flaw

s in Criticism
 and Judgm

ent of the T
ale of the H

eike], 
published in 1712, contain a notation to the effect that the H

eike 
M
onogatari H

yoban  H
idensho had achieved a certain w

idespread 
popularity in that tim

e. T
his suggests that the older w

ork had been 
w
idely distributed am

ong readers, as can also be inferred from
 the 

fact that the copy of the H
eike M

onogatari H
yoban H

idensho in the 
Japan W

om
en's U

niversity collection had previously belonged to 
W
atanabe Jizaem

on, a landlord in a sm
all settlem

ent of som
ething 

over 150 people in Y
am
agata dom

ain in northern Japan.
T
he H

eike M
onogatari H

yoban H
idensho is categorized as a text of 

the m
artial narrative type. T

he content includes m
any passages on 

m
ilitary tactics, general know

ledge, m
orals draw

n from
 the narrative, 

discussions of the leaders described in the narrative, and other such 
m
atters that allow

ed readers to read and reinterpret in any w
ay they 

liked. A
t the tim

e w
hen the W

atanabe fam
ily, heads of their village, 

probably purchased their copy of the H
eike M

onogatari H
yoban 

H
idensho , one m

ay w
onder w

hat kind of reading they w
ould have 

m
ade of this w

ork in light of contem
porary events in the Shonai area 

of Y
am
agata. W

hat the W
atanabe fam

ily sought to absorb from
 the 

w
ork w

as probably precepts for the fam
ily, village m

anagem
ent and 

discipline, general know
ledge, and cultural refinem

ent. T
he W

atanabe 
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fam
ily line still continues unbroken today, but their texts of classical 

literature have unfortunately been lost, m
aking it diffi

cult to determ
ine 

w
hat sorts of books attracted their interest.
In order to ascertain how

 the W
atanabe fam

ily m
ight have read and 

interpreted the H
eike M

onogatari H
yoban H

idensho, and how
 they 

m
ight have passed it dow

n in their fam
ily, therefore, the author of this 

paper decided to conduct a study of their local com
m
unity to look for 

instances of readership and interpretation of m
artial narratives in this 

rural agrarian district that w
ould provide a basis for exam

ining the 
m
atter.
It should be noted that there is confirm

ation of tw
o other w

orks that 
bear seals show

ing they are from
 W
atanabe Jizaem

on's collection: O
ne 

is the K
asho-ki [W

ritings on M
atters to Sm

ile at], an illustrated edition 
published in 1659, that is in the Ryum

on Bunko collection. T
he other 

is the Ehon Jinko-tei [Illustrated B
ook of the Incense Pavilion], 

published in 1806, that is in the collection of Senshu U
niversity.

［K
eyw
ords

］General know
ledge, fam

ily precepts, regional leader 
theory, discipline, cultivation


